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お
い
し
い
紅
茶
の
い
れ
方
講
座

を
昨
年
10
月
よ
り
開
催
し
て
い
ま

す
。
受
講
生
は
、
16
名
で
す
。

「
紅
茶
が
大
好
き
、
で
も
、
お

い
し
い
紅
茶
の
い
れ
方
が
わ
か
ら

な
い
」
と
最
初
は
戸
惑
い
な
が
ら

も
、
講
師
の
指
導
の
も
と
容
器
を

暖
め
茶
葉
の
量
を
計
り
、
熱
湯
を

サ
ー
バ
ー
に
注
い
で
茶
葉
を
蒸
ら

し
、
茶
こ
し
を
使
い
抽
出
し
て
、

で
き
あ
が
り
。
デ
ザ
ー
ト
の
紅
茶

ス
コ
ー
ン
は
オ
ー
ブ
ン
で
焼
き
あ

げ
ま
し
た
。

受
講
生
か
ら
は
「
紅
茶
の
香
り

が
素
敵
」、「
紅
茶
ス
コ
ー
ン
は
、

外
は
サ
ッ
ク
リ
、
中
は
ふ
ん
わ
り

し
て
お
い
し
い
」
な
ど
の
感
想
が

あ
り
ま
し
た
。
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初
心
者
で
も
気
軽
に
参
加
で
き

る
「
や
さ
し
く
学
べ
る
日
本
画
教

室
」
の
講
座
で
す
。

平
成
25
年
度
の
開
催
期
間
は
、

５
月
～
26
年
２
月
ま
で
、
月
１

回
、
火
曜
日
に
１
回
２
時
間
30
分

で
す
。
今
年
度
の
受
講
生
は
、
男

女
14
名
で
す
。

“
日
本
画
に
興
味
は
あ
る
け
ど
、

少
し
難
し
い
の
か
な
”
と
思
う

方
で
も
矢
部
宏
先
生
（
日
本
画

家
・
本
納
絵
馬
５
代
目
）
の
楽
し

い
ト
ー
ク
で
気
軽
に
学
ん
で
い
ま

す
。受

講
生
か
ら
は
「
筆
の
運
び
が

難
し
か
っ
た
け
ど
、
と
て
も
楽
し

か
っ
た
」
な
ど
の
感
想
を
聞
い
て

い
ま
す
。
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今
年
の
「
年
越
し
そ
ば
を
自
分

で
打
つ
」
こ
と
を
目
標
に
10
月
よ

り
開
催
し
て
い
ま
す
。
受
講
生

は
、
12
名
で
大
半
の
方
が
初
心
者

で
す
。
手
打
ち
そ
ば
だ
け
で
な

く
、
そ
ば
粉
と
寒
天
液
を
混
ぜ
合

わ
せ
て
作
る
甘
さ
控
え
め
で
、
な

め
ら
か
な
食
感
の
そ
ば
羊
羹
も
学

べ
ま
す
。
ま
た
、
打
っ
た
そ
ば
を

持
ち
帰
り
、
家
族
み
ん
な
に
味
を

楽
し
ん
で
も
ら
え
る
よ
う
な
“
振

る
舞
い
の
心
”
を
大
切
に
し
て
い

き
た
い
と
先
生
は
言
っ
て
い
ま
す
。

受
講
生
か
ら
「
二
回
目
か
ら
よ

う
や
く
コ
ツ
が
つ
か
め
、
上
手
に

で
き
た
」
な
ど
熱
心
に
取
り
組
ん

で
い
る
様
子
が
感
じ
ら
れ
ま
し

た
。
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デザートは、おいしい紅茶スコーン

先生の描く柿はおいしそう！

思ったよりも力がいります

☆「
紅
茶
教
室
」

 

中
央
公
民
館

☆
日
本
画
教
室

 

本
納
公
民
館

☆
そ
ば
打
ち
教
室

 

鶴
枝
公
民
館

中
央
消
防
署
敷
地
内
に
あ
り
ま

し
た
大
田
和
齋
・
嶺
田
楓
江
の
頌し
ょ
う
と
く徳

碑ひ

が
、
平
成
二
十
四
年
十
二
月
、
藻

原
寺
大
堂
の
茂
原
公
園
側
に
移
設
さ

れ
ま
し
た
。
茂
原
の
偉
人
お
二
人
の

業
績
を
紹
介
し
ま
す
。

大
田
和
齋
（
一
八
二
二
～
一
九

〇
一
）
は
、
茂
原
市
芦
網
出
身
の
漢

学
者
・
教
育
者
で
す
。
江
戸
を
代
表

す
る
詩
人
山や
ま

地ぢ

蕉し
ょ
う
そ
う窓
に
詩
文
を
学

び
、
天
保
十
二
年
（
一
八
四
一
）
に

江
戸
幕
府
最
高
学
府
の
昌し
ょ
う
へ
い
こ
う

平
黌
に
入

り
漢
学
を
学
び
ま
し
た
。
そ
の
後
、

諸
国
遊
歴
に
出
て
、
各
地
の
篤
学

者
、
大
家
か
ら
学
問
を
学
ん
で
見
聞

を
広
め
、
清
川
八
郎
ら
勤き
ん
の
う皇
の
志
士

た
ち
と
の
交
流
を
は
か
り
国
事
を
論

じ
ま
し
た
。

安
政
四
年
（
一
八
五
七
）
浅
草
馬

道
の
裏
通
り
に
小
し
ょ
う
と
う
げ
ん
か
く

桃
源
閣
（
儒
道
塾
）

を
開
き
、
八
百
余
人
の
門
下
生
を
育

成
し
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

江
戸
幕
府
の
滅
亡
後
、
帰
郷
し

た
和
齋
は
、
明
治
十
一
年
（
一
八
七

八
）
に
郷
里
に
お
い
て
蘆ろ
そ
ん
じ
ゅ
く

村
塾
を
開

き
、
広
く
漢
学
、
詩
文
を
教
授
す
る

と
と
も
に
、
同
二
〇
年
（
一
八
八

七
）、
英
学
科
を
も
加
え
私
立
英
漢

育
才
学
校
と
改
称
し
、
英
語
の
教
育

に
力
を
注
ぎ
ま
し
た
。

嶺
田
楓
江
（
一
八
一
七
～
一
八

八
三
）
は
、
丹
後
田
辺
藩
士
（
現
京

都
府
舞
鶴
市
）
で
、
著
名
な
儒
学

者
・
教
育
者
と
し
て
も
知
ら
れ
て
い

ま
す
。
佐
藤
一
齋
に
儒
学
を
、
箕み
づ
く
り作

阮げ
ん

甫ぽ

に
蘭
学
を
学
び
、
諸
国
を
遊
歴

し
て
見
聞
を
広
め
、
更
に
蝦
夷
地

（
現
北
海
道
）
を
調
査
し
て
開
拓
に

利
が
あ
る
こ
と
を
幕
府
の
老
中
安
藤

信
正
に
説
く
な
ど
国
事
に
奔
走
し
ま

し
た
。

江
戸
幕
府
の
滅
亡
後
、
上
総
国

請じ
ょ
う
さ
い
西
等
（
現
木
更
津
市
）
へ
移
り
住

ん
だ
楓
江
は
、
明
治
九
年
（
一
八
七

六
）
に
、
埴
生
郡
地
引
村
（
現
長
南

町
）
妙
覚
寺
に
開
校
さ
れ
た
乃だ
い
ゆ
う有
学

舎
に
招
か
れ
て
教
鞭
を
と
る
と
と
も

に
、
同
一
〇
年
藻
原
寺
の
塔た
っ
ち
ゅ
う中、
東

光
院
に
賛さ
ん

化か

学
校
が
開
校
さ
れ
る
と

楓
江
は
同
学
校
の
教
頭
と
し
て
、
生

徒
た
ち
の
教
育
に
力
を
注
ぎ
ま
し
た
。
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も
ば
ら
の
偉
人

大お
お

田た

和わ

齋さ
い

・
嶺み

ね

田た

楓ふ
う

江こ
う

頌徳碑　大田 和齋（左）・嶺田 楓江（右）
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